
年間授業計画　新様式

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 N 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

15

1○ ○

【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしてい
る。

○

○

〇

○ ○

〇

○

○

○

10

現代の国語

領域
評価規準 知

○

1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

配当
時数

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

態

〇

【知識及び技能】
表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやす
さ、適切さなどに配慮した表現を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を高めるとともに、
言語文化の担い手として言葉を通して他者に
関わろうとしている。

○○ ○

東京都立農産高等学校 令和７年度（１学年用）
国語 現代の国語 2

○

１
学
期

定期考査

書き手の意図をつかむ/ものづくり
【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、要旨や要点を把
握する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、言葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉
・漢字
・語彙
・話合いの進め方の検討、共有
・表現
・考えの形成、記述

定期考査

書き手の意図をつかむ/目指す世界の地図を
作る
【知識及び技能】
表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやす
さ、適切さなどに配慮した表現を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉
え、要旨や要点を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を高めるととも
に、言語文化の担い手として言葉を通して
他者に関わろうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉
・漢字
・語彙
・考えの形成、記述
・構造と内容の把握

【 知　識　及　び　技　能 】

国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるように
する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における
他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深め
ようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

104数研　現国710　新編　現代の国語　（数研出版）

国語

現代の国語



1

合計

78

３
学
期

定期考査
〇 ○ ○

16○

話し言葉の技術/プレゼンテーション
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適
切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や
言葉遣いについて理解し、使うことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の
状況に応じて資料や機器を効果的に用いた
りするなど、相手の理解が得られるように
表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉
・漢字
・語彙
・話合いの進め方の検討、共有
・表現
・構造と内容の把握

○ ○

【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し、使うことができてい
る。
【思考・判断・表現】
話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状
況に応じて資料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の理解が得られるように表現を
工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。

○ ○

1

〇 〇

14

18

○ ○

○ ○ ○

1

○

○

○

〇

○

【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通
して他者や社会に関わろうとしている。

【知識及び技能】
実社会において必要な語句の量を増すととも
に、語句や語彙、表記の仕方などを理解し、
語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
目的に応じて、文章や図表などに含まれてい
る情報を相互に関係付けながら、内容や書き
手の意図を解釈し、自分の考えを深めてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
読書に親しみ、言葉を通して他者や社会に関
わろうとしている。

○ ○

〇 〇 ○ ○
定期考査

定期考査２
学
期

対比を読み取る/水の東西
【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉
え、要旨や要点を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

○

コミュニケーションと言葉/世間話はなぜ
するか
【知識及び技能】
実社会において必要な語句の量を増すとと
もに、語句や語彙、表記の仕方などを理解
し、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、文章や図表などに含まれて
いる情報を相互に関係付けながら、内容や
書き手の意図を解釈し、自分の考えを深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、読書に親しみ、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉
・漢字
・語彙
・話合いの進め方の検討、共有
・表現
・構造と内容の把握

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉
・漢字
・語彙
・考えの形成、記述
・構造と内容の把握



年間授業計画　新様式

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1
定期考査

〇 〇 ○ ○

〇 ○ ○ 1

受け継がれる古典/羅生門
【知識及び技能】
文章の意味は、文脈の中で形成され
ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・言葉の働き
・漢字
・語彙
・文や文章
・構造と内容の把握
・精査、解釈

〇 〇

【知識及び技能】
文章の意味は、文脈の中で形成されることを
理解している。
【思考・判断・表現】
作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。

〇 〇 〇 15

思 態
配当
時数

１
学
期

詩歌を味わう/短歌、俳句
【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の
量を増やし、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の体験や思いが効果的に伝わる
よう、文章の種類、構成、展開や、
文体、描写、語句などの表現の仕方
を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・言葉の働き
・漢字
・語彙
・表現の技法
・構成の検討、考えの形成、記
述、推敲、共有
・構造と内容の把握
・精査・解釈

〇 〇

【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増や
し、それらの文化的背景について理解を深
め、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文
章の種類、構成、展開や、文体、描写、語句
などの表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 〇 10

定期考査
〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関りの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活にお
ける他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を
深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

東京都立農産高等学校 令和７年度（２学年用） 言語文化
国語 言語文化 2

国語

104数研　言文709　新編　言語文化　（数研出版）

国語

言語文化



1

○ ○ 1

合計

78

定期考査
〇 〇

16３
学
期

「故事と成語」（ズームアップ　故
事成語の用例を探そう）
【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質や我が国の
文化と外国の文化との関係について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章の成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、内容の解
釈を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・伝統的な言語文化
・言葉の由来や変化、多様性
・精査・解釈
・考えの形成、共有

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典
特有の表現などについて理解している。
【思考・判断・表現】
作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。

〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
【思考・判断・表現】
作品や文章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。 〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 ○ ○

○ ○

先人を思う旅/平泉（おくのほそ
道）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を
読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などに
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・伝統的な言語文化
・言葉の由来や変化、多様性
・精査・解釈
・考えの形成、共有

〇 〇

２
学
期

古文の世界を楽しむ/児のそら寝
（宇治拾遺物語）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を
読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などに
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・伝統的な言語文化
・言葉の由来や変化、多様性
・精査・解釈
・考えの形成、共有

〇 〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典
特有の表現などについて理解している。
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
としている。

〇 〇 〇 14

定期考査
〇 〇

18

1



年間授業計画　新様式

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

東京都立農産高等学校 令和７年度（３学年用） 国語表現基礎
国語 国語表現基礎 2

国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関りの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活にお
ける他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。
言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を
深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

50大修館　国表710　国語表現　（大修館書店）

国語

国語表現基礎

思 態
配当
時数

１
学
期

表現力を培う
1　言葉と出会う
【知識及び技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解
を深める働きがあることを理解し、
言葉や表記の大切さを理解する。
・自分の思いや考えを多彩に表現す
るために必要な語句の量を増し、適
切な言葉遣いや表記に関する知識を
広げ、語感を磨き、語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の思いや考えを明確にし、事象
を的確に描写したり説明したりする
ための言葉と表記を正確に判断し
て、表現のしかたを工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記や語彙を豊かにすること
について積極的に取り組もうとする
態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・表現、共有

〇

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める
働きがあることを理解し、言葉や表記の大切
さを理解している。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し、適切な言葉遣いや表
記に関する知識を広げ、語感を磨き、語彙を
豊かにしている。
【思考・判断・表現】
自分の思いや考えを明確にし、事象を的確に
描写したり説明したりするための言葉と表記
を正確に判断して、表現のしかたを工夫して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
正しい表記や語彙を豊かにすることについて
積極的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 〇 10

定期考査
〇 1

表現力を培う
6　会話・議論・発表
【知識及び技能】
話し言葉の特徴や役割、表現の特色
について理解を深め、伝え合う目的
や場面、相手、手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解し、使い分け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手の反応や場の状況に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られ
るように表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手や場面に応じた会話をすること
に興味をもち、意欲的に活動に取り
組もうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・表現、共有
・話合いの進め方の検討、考えの
形成、共有

〇 〇

【知識・技能】
話し言葉の特徴や役割、表現の特色について
理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、手
段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、
使い分けている。
【思考・判断・表現】
相手の反応や場の状況に応じて言葉を選び、
相手の同意や共感が得られるように表現を工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
相手や場面に応じた会話をすることに興味を
もち、意欲的に活動に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 15

○ ○

○ ○

1
定期考査

〇



２
学
期

表現力を培う
3　小論文・レポート入門
【知識及び技能】
・小論文の特徴、構成や展開のしか
たなどについて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や意図に応じて、読み取った
文章の要旨から適切な題材を決め、
情報の組み合わせなどを工夫して、
伝えたいことを明確にする。
・読み手の共感が得られるよう、適
切な具体例を効果的に配置するな
ど、文章の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
文章から読み取ったことをふまえて
小論文を書くことに興味をもち、意
欲的に取り組もうとする態度を養
う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有

〇

【知識・技能】
小論文の特徴、構成や展開のしかたなどにつ
いて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・目的や意図に応じて、読み取った文章の要
旨から適切な題材を決め、情報の組み合わせ
などを工夫して、伝えたいことを明確にして
いる。
・読み手の共感が得られるよう、適切な具体
例を効果的に配置するなど、文章の構成や展
開を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
文章から読み取ったことをふまえて小論文を
書くことに興味をもち、意欲的に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 14

定期考査
〇

18

1○ ○

表現を楽しむ
パンフレット作り、インタビュー
【知識・技能】
省略や反復などの表現の技法につい
て理解を深め使う。
【思考・判断・表現】
・パンフレットやインタビューシー
トの編集の目的や意図に応じて、適
切な題材を決め、情報の組み合わせ
などを工夫して、伝えたいことを明
確にする。
・視点を明確にして聞きながら、話
の内容に対する共感を伝えたり、相
手の思いや考えを引き出したりする
工夫をして、自分の思いや考えを広
げたり深める。
【学びに向かう力、人間性等】
パンフレットづくりやインタビュー
活動に興味をもち、意欲的に活動に
取り組もうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有
・構成の検討、考えの形成、記述

〇 〇

３
学
期

表現力を培う
4　自己PRと面接
【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を
深める働きがあることを理解する。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わる
事柄の中から話題を決め、他者と話
し合いながら情報を収集、整理し
て、伝え合う内容を検討する。
・自分の思いや考えが伝わるよう、
具体例を効果的に配置するなど、話
の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的な自己ＰＲをすることに興味
をもち、意欲的に取り組もうとする
態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有

〇

【知識・技能】
省略や反復などの表現の技法について理解を
深め使っている。
【思考・判断・表現】
・パンフレットやインタビューシートの編集
の目的や意図に応じて、適切な題材を決め、
情報の組み合わせなどを工夫して、伝えたい
ことを明確にしている。
・視点を明確にして聞きながら、話の内容に
対する共感を伝えたり、相手の思いや考えを
引き出したりする工夫をして、自分の思いや
考えを広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
パンフレットづくりやインタビュー活動に興
味をもち、意欲的に活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇

【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を深める働
きがあることを理解している。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わる事柄の中
から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討して
いる。
・自分の思いや考えが伝わるよう、具体例を
効果的に配置するなど、話の構成や展開を工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
効果的な自己ＰＲをすることに興味をもち、
意欲的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 ○ ○ 1

○ ○ 1

合計

78

定期考査
〇

16



年間授業計画　新様式

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1
定期考査

〇 ○ ○

○ ○ 1

表現力を培う
4　自己PRと面接
【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解
を深める働きがあることを理解す
る。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わ
る事柄の中から話題を決め、他者
と話し合いながら情報を収集、整
理して、伝え合う内容を検討す
る。
・自分の思いや考えが伝わるよ
う、具体例を効果的に配置するな
ど、話の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的な自己ＰＲをすることに興
味をもち、意欲的に取り組もうと
する態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有

〇 〇

【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を深める働
きがあることを理解している。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わる事柄の中
から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討して
いる。
・自分の思いや考えが伝わるよう、具体例を
効果的に配置するなど、話の構成や展開を工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
効果的な自己ＰＲをすることに興味をもち、
意欲的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 14

思 態
配当
時数

１
学
期

表現力を培う
4　自己PRと面接
【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解
を深める働きがあることを理解す
る。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わ
る事柄の中から話題を決め、他者
と話し合いながら情報を収集、整
理して、伝え合う内容を検討す
る。
・自分の思いや考えが伝わるよ
う、具体例を効果的に配置するな
ど、話の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的な自己ＰＲをすることに興
味をもち、意欲的に取り組もうと
する態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有

〇 〇

【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を深める働
きがあることを理解し、言葉や表記の大切さ
を理解している。
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、自分に関わる事柄の中
から話題を決め、他者と話し合いながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討して
いる。
・自分の思いや考えが伝わるよう、具体例を
効果的に配置するなど、話の構成や展開を工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
効果的な自己ＰＲをすることに興味をもち、
意欲的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 〇 11

定期考査
〇

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関りの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

50大修館　国表710　国語表現　（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活にお
ける他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。
言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を
深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

東京都立農産高等学校 令和７年度（４学年用） 国語 国語表現応用
国語 国語表現応用 2

国語表現応用

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



1

○ ○ 1

合計

78

定期考査
〇

15３
学
期

5　メディアを駆使する
【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を
深める働きがあることを理解する。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、共感を伝えたり、相手の思いや
考えを引き出したりする工夫をし
て、自分の思いや考えを広げたり深
めたりする。
・「書くこと」において、自分の考
えを明確にし、根拠となる情報をも
とに的確に説明するなど、表現のし
かたを工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・インターネットでの情報検索のし
かたやその留意点に興味をもち、意
欲的に学習に取り組もうとする態度
を養う。

・言葉の働き
・語彙
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集
・表現、共有

〇 〇

【知識・技能】
話し言葉の特徴や役割、表現の特色について
理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、手
段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、
使い分けている。
【思考・判断・表現】
「話すこと・聞くこと」において、相手の反
応や場の状況に応じて言葉を選び、相手の同
意や共感が得られるように表現を工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
相手や場面に応じた会話をすることに興味を
もち、意欲的に活動に取り組もうとしてい
る。 〇 〇 〇

【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を深める働
きがあることを理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、共感を
伝えたり、相手の思いや考えを引き出したり
する工夫をして、自分の思いや考えを広げた
り深めたりしている。
・「書くこと」において、自分の考えを明確
にし、根拠となる情報をもとに的確に説明す
るなど、表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・インターネットでの情報検索のしかたやそ
の留意点に興味をもち、意欲的に学習に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 ○ ○

○ ○

6　会話・議論・発表
【知識・技能】
話し言葉の特徴や役割、表現の特色
について理解を深め、伝え合う目的
や場面、相手、手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解し、使い分け
る。
【思考・判断・表現】
「話すこと・聞くこと」において、
相手の反応や場の状況に応じて言葉
を選び、相手の同意や共感が得られ
るように表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手や場面に応じた会話をすること
に興味をもち、意欲的に活動に取り
組もうとする態度を養う。

・言葉の働き
・言葉遣い
・語彙
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成
・表現、共有

〇

２
学
期

表現を楽しむ
【知識・技能】
書き言葉の特徴や役割、表現の特色
について理解を深め、目的や場面、
相手、手段に応じた適切な表現や言
葉遣いを理解し、使い分ける。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の
共感が得られるよう、コピー、写
真、イラストなどを効果的に配置
し、ポスターの構成を工夫する。
・「書くこと」において、自分の思
いや考えを明確にし、適切なコピー
を考え、表現のしかたを工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習活動に興味をもち、意欲的に取
り組もうとする態度を養う。

・言葉の働き
・話し言葉と書き言葉、言葉遣い
・語彙
・文や文章
・表現の技法
・話題の設定、情報の収集、内容
の検討
・構成の検討、考えの形成、記述
・表現、共有

〇 〇

【知識・技能】
書き言葉の特徴や役割、表現の特色について
理解を深め、目的や場面、相手、手段に応じ
た適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分け
ている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の共感が得
られるよう、コピー、写真、イラストなどを
効果的に配置し、ポスターの構成を工夫して
いる。
・「書くこと」において、自分の思いや考え
を明確にし、適切なコピーを考え、表現のし
かたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習活動に興味をもち、意欲的に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 15

定期考査
〇
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